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ネーター： Boonyong Tantisira 薬学部長）とヂュラポン研究所（Somask R uchira wa t 教授）をタイ側
の拠点大学として2001年から始まり，現在 3 年目を迎えたところです。この12月 2-4 日に，バンコクのチュ
ラロンコン大学において第 6 回目のジョイントセミナーを開催しました。交流開始 3 年目で第6回と称し
ているのは変ですが，これには次のような理由があります。
現在の交流事業には前身があり，東京大学薬学部（コーディネーター：三川 潮教授）とタイのチュラ



























































を開催しました。これまで我が国とタイ国との間で交流に貢献して下さった 3 名の先生に keynote
lecture を，両国代表の 4 名の研究者が plenary lecture を行いました。他に口頭発表21題，ポスタ」発表
が128題以上となりました。若手研究者のポスター発表の中から優れた発表を選んで Excellent poster 
presentation award を差し上げました。参加者は日本側から 8 名の大学院博士課程の学生を含めて合計4
3名，タイ側ではタイ国薬学会と連続するようにセミナーの日程を組んであるため，参加者が350名をこえ，
総計406名に達しました。また，ベトナムやその他のアジアの国々からも数名の研究者が参加しました。
セミナーでは活発な討論と相互理解を通して，共同研究の促進が図られました。
これからの日本とタイ両国の大学を取り巻く
厳しい状況は非常に類似しており，タイでも国
立大学を法人化する動き，薬学教育を 6 年制に
するための措置，大学の薬学部や教官の業績評
価等々が始まりました。
天然薬物に対する社会的要請の高まりは1日本
もタイも同じですから，本事業を介した共同研
究によってそれに応えることができれば，結果
として若手研究者の育成や薬学研究の振興がも
たらされ，厳しい現況を乗り越えられるものと
考えています。（本稿は学術月報57巻 2 号に掲
載されたものを一部改変したもんですY
（富山医科薬科大学和漢薬研究所渡濯裕司）
